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Reactionconditionsa） Product Product Ａｒｉｎｌ３ａｎｄｌ４ 
ＡｒＨ Cat./Temp／ 
Ｔｉｍｅ(ｍin） ＡｒＨｍ２ａ Ｎｏ． ％Yield Ｎｏ． ％Yield ○噸も心噸も心的伽⑩。。⑩“










































Product Product Reactionconditionsa） 
ＡｒＨ 1２ Cat./Temp／ 


































































































































































































































































































法として興味がもたれる。Ｍ堅輔電ろ ズーロコql：．;可゛ BF4￣ 
9５ 
オレフィン環化反応の優れたinitiatorを求める研究が
最近活発に行われているが，上に述べたように，この１－
アシルー１－チオカルポカチオンはその新しいinitiatorと
して，種々の環状化合物の合成に幅広く利用し得るもの
と思われる。
８．CationicPoIarCycIoaddition3o） 
9．おわりに
以上のように，１－アシルー１－チオカルポカチオンを用
いる炭素一炭素結合形成反応は，有機合成において，新
しい手法を提供し，医薬品または天然有機化合物を含む
多くの有機化合物の優れた合成法となることが明らかと
なった｡著者らは，このカチオン種の優れた反応活性を生
かした合成反応を，さらに発展させたいと考えている。
おわりに臨み，この研究に終始熱心な努力を惜しまな
かった共同研究者，崔洪大，前田ひろし，上西潤一，
新堂裕久，石山幸一，上田祐子，赤井周司，水木康之，
水谷昌子，の諸氏に心から感謝の意を表します。
（昭和57年３月８日受理）
Ｓ上にフェニル基を有するα-クロロスルフイＦ８５は，
。Ⅶ僻辿[。｢章]四一８５ａＤｂｏｃ 
Ｃ〔i〕｢（。〔i〕〔ＡＣ〔ﾄﾞﾕﾊ
８６ａ（72%） ８７a(剛篭:I3Ili1８５ｂにOZ）８５ｃ（60%） 
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